
 「幼児期に育てたい力」の具体例 初生幼稚園 バージョン（２学期） 

幼児期に 

育てたい力 

Ⅲ 
身近なものや 

出来事と関わる力 

１ 
健康な心と体 

７ 
思考力の芽生え 

８ 
自然との
関わり・
生命尊重 

９ 
数量や図形、標識や文字 

などへの関心・感覚 

パカポコ、ボール、縄跳びなどのいろいろな運動用具
に触れたり集団遊びを経験したりすることで、跳ぶ、
投げる、体のバランスをとる、体を移動させるなど
の、多様な体の動きを体験します。 

進んで外に出て、十分に体
を動かして遊びます。徐々
にルールのある遊びや勝
敗のある遊びを楽しむよ
うになっていきます。 

使ったものを自分たちで整えたり、片付
けたりする経験を通して、生活の見通し
をもったり、ものを大切にしようとする
気持ちが育まれていきます。 

２ 
自立心 

６ 
言葉による 
伝え合い 

４ 
道徳性・ 

規範意識の
芽生え 

５ 
社会生活 

との関わり 

できることが増
えると、自分が
少し難しいと感
じることにも挑
戦しようとする
気持ちが育ちま
す。 

一つの遊びを友達と楽しんだり、イ
メージを共有しながら協力してつ
くったりするなどして互いに思い
を通わせるうれしさを感じるよう
になります。 

友達と関わりなが
ら様々な感情を体
験し、喜びや悲し
みを共感し合うよ
うになります。 

小中学生や高齢者、地
域の人、異年齢児など、
様々な人との触れ合い
を通して、人との関わ
り方に気付き、相手の
気持ちを考えたり、親
しみをもったりするよ
うになります。 

遊びの中で自分な
りの言葉で伝えよ
うとします。年長
になると、友達同
士で互いの思いや
考えを伝え合うよ
うになります。 

 

生活や遊びの中で興味のあることや経験したことなどを自
分なりに表現したり、歌や音に合わせてリズムをとったり
します。また、お話の世界を自分たちの遊びに取り入れ、友
達とのやりとりを楽しむ中で、さらに表現への意欲をもつ
ようになります。 

遊びの中で数を数えたり比べ
たりすることを通して、数の
感覚をもつようになります。
また、文字への興味が高まり、
掲示物を見たり、自分の思い
を他の人に伝えたいという気
持ちから遊びや生活の中に文
字を取り入れようとしたりし
ます。 

友達の様々な考えに触れる中で、新
しいことに気付いたり自分とは違う
考えを受け入れたりするようになり
ます。また、友達と一緒に試行錯誤
する楽しさを味わうようになりま
す。 

自分の思いで試したり確
かめたりしていくことで
さらに知的好奇心が育ま
れていきます。 

食事 清潔 

栽培や収穫、収穫したものを大切にすること、自然物を使っ
た遊びなどを通して、季節によって自然が変化していくこと
に気付き、好奇心や探求心をもって自然に関わっていくよう
になります。 

身近なものを使って、考えた
り試したりしてじっくりと
遊びます。十分な遊びの時間
の保障をしています。 

着脱 

 
 

 

気温に合わせて衣服の調
節ができるようになりま
す。上着は大人の手も借
りながら徐々に一人で着
られるようになります。 

異年齢で一緒に食事をしたり、先
生や友達と会話を楽しみながら食
べたりすることで意欲的に食べる
ことにつながっていきます。 

 

 

袖をまくって手を洗ったり、
ガラガラうがいとブクブク
うがいの使い分けをしたり
して、健康のために必要なこ
とを身に付けていきます。 

３ 
協同性 

 ひらがなスタンプ

使って 

１０ 
豊かな感性と表現 


